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人、女性 64,190人）から、がん・CHD・脳卒中の既往のある5,675人（男性 2,488人、女性 3,187
人）を除いた104,910人（男性 43,907人、女性 61,003人）を、CHD及び脳卒中死亡について2009
年まで追跡した。リスク因子としては喫煙（非喫煙、禁煙、喫煙）、アルコール摂取量（非飲酒、











ていた（男性 多変量調整ハザード比 CHD: 1.63 vs. 脳卒中: 1.73、女性 1.70 vs. 1.66）。一方、
喫煙とCHD、脳卒中の関連（男性 多変量調整ハザード比 CHD: 1.95 vs. 脳卒中: 1.23、女性 
2.45 vs. 1.35）、ならびに糖尿病とCHD、脳卒中との関連（男性 多変量調整ハザード比 
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